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はじめに
総務省過疎対策室では、過疎地域の自立・活性化施策の1つとして「交流を主たる目的として

田舎と都市を行き来するライフスタイル＝交流居住」を提案しています。

平成13年度には「過疎地域におけるマルチハビテーションに関する調査」を実施しており、平

成15年度はその調査を踏まえ、①交流居住者の実像と都市住民ニーズを具体的に把握するこ

と、②交流居住をタイプ分類し、施策提案の土台とすること、③全国各地の交流居住推進事例

から成功要因を分析し、成功要因別に施策の体系化を行うこと、の3点を重視して調査を実施

いたしました。

このパンフレットは、全国の過疎市町村が、「交流居住」を推進する際の参考となるよう、作成

いたしました。調査の詳細は、別冊の報告書をご覧いただき、このパンフレット共々、ご活用い

ただければ幸いです。

平成16年3月　総務省自治行政局過疎対策室

都市住民が都市と田舎に滞在拠点を持ち、双方を仕事や余暇で使い分け、地元の方達との

交流を楽しみながら生活する新しいライフスタイルを、『交流居住』と呼びます。

過疎地域の自立・活性化にとって、積極的に都市との交流を図っていくことは、今や重要な要

素となっています。従って、過疎地域における交流居住は、地域を活性化させ、自立した地域の

確立に貢献する施策として、また都市住民にとっては、より豊かな生活を実現する場、あるいは

自己実現の場など多様な居住スタイルを実現する場としての意義を持っています。

交流居住は、「観光」と「定住」の中間に位置し、様々な効果が期待できる施策です。観光客に

比べて交流居住実践者は地域との関わりが密接であることや、定住者に比べ地元での雇用確

保の必要性が低いことなどです。そして、地域に多面的な効果と可能性をもたらすという点が

大きな特徴です。

交流居住が過疎地域にもたらす効果と可能性

経済的効果

社会的効果

教育的効果

心理的効果

その他の効果

タイプ イメージ 

ちょっとだけ 
田舎暮らし 

〈田舎で観光・交流型〉 
 
 

 

 

　技術研修や仕事のため、一定期

間田舎に暮らすタイプで、滞在期

間は数週間～数ヶ月間と研修や就

業内容によって異なる。滞在拠点

は、宿泊所付き研修施設、既存宿

泊施設、企業が用意する従業員住

宅、関係者の自宅へのホームステ

イ等。 

　仕事や教育等の日常生活は都市

で行いながら、余暇時間の多くは田

舎で過ごす。週末に都市と田舎を往

来するタイプと、避暑・避寒・療養の

ように滞在期間がある程度長く（1

～3ヶ月程度）、往来頻度はそれほど

多くないタイプがある。滞在拠点は、

戸建て住宅（賃貸、持ち家）、リゾー

トマンション、湯治用温泉旅館等。 

　仕事の拠点も生活の場も田舎

に置き、用事があれば時々都市の

住居（こちらがセカンドハウス）を

利用する。 

 

●紙漉、織物等の製作者に弟子入

りして、半年技術を学ぶ。これを数

年間繰り返して、技術を習得し、独

立する。 

 

●冬期間、スキー場やスキー場周

辺の民宿で働く。 

●田舎でホームページ制作や翻

訳の仕事をし、月数回、打合せの

ために都市の住宅に暮らす。 

 

●退職金で田舎に別荘を建て、1

年の内ほとんどを田舎で過ごす。

通院や孫に会うため、年数回、都

市の家で数日間滞在する。 

 

群馬県川場村（Ｐ7） 

山梨県須玉町（Ｐ8） 

長野県飯田市（Ｐ10） 

愛知県豊根村（Ｐ11） 

長野県四賀村（Ｐ13） 

兵庫県朝来町（Ｐ14） 

愛媛県瀬戸町（Ｐ14） 

京都府大江町（Ｐ16） 

大分県中津江村（Ｐ16） 

山形県白鷹町（Ｐ17） 

福島県三春町（Ｐ17）    

 

 

　事例　（　）は紹介ページ 
 
 
 

少しじっくり 
田舎暮らし 

〈田舎で研修・就業型〉 

ゆっくり、のんびり 
田舎暮らし 
〈田舎で滞在型〉 

どっぷり 
田舎暮らし 
〈田舎で生活型〉 

　観光・レクリエーションや、田舎な

らではの自然体験・生活体験、地元

住民との交流を目的に、気に入った

田舎を年数回、あるいは毎年繰り返

し訪れる。１回あたりの滞在日数は

日帰り～2泊程度と短く、既存の宿

泊施設（ホテル、旅館、ペンション、

民宿、コテージ等）を利用する。 

 

●米作り体験のために、春（田植

え）・夏（草取り）・秋（刈り入れ）と

年数回訪れる。 

 

●お気に入りの高原に、冬季はス

キー、グリーンシーズンはハイキ

ング等を目的に、年数回訪れる。 

 

　　　 

●都市では集合住宅に住み、田舎

に一戸建てのセカンドハウスを持

つ。金曜日の夜、車で田舎に出か

け、土・日は地元の方との団らんを

楽しみ、日曜日の夜、都市へ戻る。 

 

●海辺の貸別荘を、毎年夏１ヶ月、

冬１ヶ月借りて、避暑・避寒を目的

に滞在する。 

交流居住のタイプ分類

交流居住の目的や、都市と田舎の生活の比重、往来の頻度などを複合的に考慮すると、
交流居住は4つのタイプに分類できます。
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開催日時：平成16年3月1日（月）

会場：東京・経団連会館（参加費：無料）

参加者：216名

プログラム：

14:00 総務省自治行政局過疎対策室挨拶

14:05 交流居住のタイプ分類について　

14:10 ゲスト講演「わたしの田舎交流考(前奏)」

14:50 パネルディスカッション

16:30 閉会

32

交流居住者の実像と都市住民ニーズ 交流居住促進のための公開講座

ここでは、交流居住を実践している人々の実像（きっかけ、田舎エリアの選定理由等）と

交流居住に対する都市住民のニーズを整理します。

交流居住を希望する都市住民並びに行政関係者を対象に、田舎暮らしの魅力や交流居住者の

実態を紹介し、都市住民のニーズを把握するために公開講座を開催、約200名の方にご参加頂

きました。
長野県四賀村の滞在施設付き農園（クラインガルテン）で、実際に交

流居住を楽しんでいる方にアンケート調査を行いました（回答34人）。

都市住民はどのような交流居住を望んでいるのか、モニターツアー

を実施し、アンケートと座談会を通してそのニーズを探ってみました。

景色がきれい、自然が豊かだから 

自分で農作業ができる 

趣味ややりたいことに適した条件 

主たる住宅との地理的関係 

行政施策が充実していたから 

緑の深い地域だから 

仕事に適した条件 

その他 

61％ 

48％ 

45％ 

15％ 

15％ 

9％ 

3％ 

3％ 

インターネットなど 

新聞 

テレビ 

知人からの紹介 

行政による空家情報・入居募集 

田舎暮らし雑誌 

特になし 

その他 

27％ 

21％ 

18％ 

18％ 

9％ 

9％ 

9％ 
48％ 

 年齢・性別 職業 関係 居住地   

1 60代女性 会社員      

2 30代男性 自営業      

3 50代男性 会社員      

4 30代女性 主婦      

5 20代男性 大学生  埼玉県   

6 20代男性 大学生  東京都   

7 50代男性 自営業      

8 50代女性 主婦      

9 50代男性 自営業      

 40代女性 公務員   

親子 

親子 

友人 

夫婦 

夫婦 
10

埼玉県 

埼玉県 

千葉県 

神奈川県 

 
1.　滞在時間が短く、来訪頻度が少ない「旅行者タイプ」 1 

2.　滞在時間は短いが、来訪頻度が多い「リピータータイプ」 4 

3.　滞在時間は長いが、来訪頻度は少ない「長期滞在タイプ」 5 

4.　滞在時間が長い「ほぼ定住タイプ」 　　　　　　　　　　0

希望する交流居住のタイプ 　　　　　　　　　　　　　　　（人） 

 

－「たまには田舎に住んでみよう！」
田舎も都市も、欲張りライフスタイルのすすめ－

「わたしの田舎交流考(前奏)」

＜春日氏＞

＜小室氏＞

＜佐藤氏＞

＜中島氏＞

＜政所氏＞

＜安島氏＞
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54

交流居住の成功要因

様々な市町村の事例から、交流居住の成功要因は大きく４つに整理できます。しかしながら、こ

の要因が単独で交流居住を成功に導いた事例は少なく、ソフト面を重視しながら複合的に成功要

因となっていることが多いようです。

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
◆

－

愛媛県瀬戸町 都市と田舎の交流会及び移住体験ツアー

愛知県豊根村 地域づくりインターン事業

長野県四賀村 エコビレッジ構想とクラインガルテン入園者への条件提示

長野県飯田市 ワーキングホリデー制度

1 3

42 地域への
波及効果を
高める戦略を

策定していたこと

的確な
きっかけづくりと

情報発信が
なされていたこと

滞在空間・
滞在拠点の

確保・環境整備が
実施されたこと

地域の
受入体制が
しっかりして
いたこと
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取組概要

事業効果

ちょっとだけ 

田舎暮らし 
 
 

事例 

成功要因

交流居住促進のための重点施策と事例紹介
本調査では、交流居住促進に向けて約60の施策を提案していますが、交流居住のタイプによって推進すべき施策は

異なります。ここでは、交流居住のタイプ別に重点施策のポイントについて整理し、参考となる地域事例を紹介します。

なお、重点施策に付記してある番号（例：A－1）は、基本施策を指します。詳しい施策の内容は、報告書をご覧ください。

（A－2）

（A－3）

（B－2）

1

2

3

田舎で観光・交流型
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取組概要

事業効果

ちょっとだけ 

田舎暮らし 
 
 

事例 

成功要因

（A－5）

（A－2）

（B－2）

1

2

3

田舎で研修・就業型
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0
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200

250

300

400 
人 

平成10年 11年 12年 13年 14年 15年 
32

187
219

151

243

289

96

888 909

618

980

1,316参加者数（左目盛） 

延べ日数（右目盛） 

男性 

女性 

10代　　　20代　　　30代　　　40代　　　50代　　　60代～ 

20％ 

52％ 23％ 6％ 12％ 

5％ 

3％ 

36％ 11％ 17％ 13％ 

2％ 

1110

取組概要

事業効果

 
 

少しじっくり 

田舎暮らし 

 事例 

成功要因

取組概要

事業効果

 
 

少しじっくり 

田舎暮らし 

 事例 

成功要因

（抜粋）

◇参加資格

◇期間

◇受入農家の様子

◇持ち物

◇保険

◇その他留意点

ワーキングホリデーの参加者数と延べ日数

ワーキングホリデー参加者の性別年代構成比
（100％）
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取組概要

事業効果

成功要因

 
 

　ゆっくり、 
のんびり 
田舎暮らし 

 事例 

（A－4）

（B－1）

（Ｃ－３）

1

2

3

田舎で滞在型
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取組概要 事業効果

1514

 
 

　ゆっくり、 
のんびり 
田舎暮らし 

 事例 

 
 

　ゆっくり、 
のんびり 
田舎暮らし 

 事例 

取組概要 事業効果

成功要因

成功要因

（A－3）

（C－3）

（B－4）

1

2

3

田舎で生活型
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どっぷり 

田舎暮らし 

 
事例 

取組概要

事業効果

成功要因

 
 

どっぷり 

田舎暮らし 

 
事例 

取組概要

事業の効果

成功要因

 
 

どっぷり 

田舎暮らし 

 
事例 

 
 

どっぷり 

田舎暮らし 

 
事例 

取組概要

事業効果

取組概要

事業効果

成功要因

成功要因
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